
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

一
日
が
始
ま
る
朝
の
挨
拶
で
す
。
家
庭
で
の

朝
の
目
覚
め
は
こ
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
学
校
の

結
果
を
見
る
と
、
国
語
Ａ
の
正
答
率
が
東
京

一
日
の
生
活
も
、こ
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

都
と
同
じ
値
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
ど
れ
も
東

基
本
的
な
生
活
習
慣
で
あ
り
、
最
も
身
近
で
簡

京
都
の
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
大
き
な
声

副
校
長

武
井

和
幸

【
国
語
】

で
言
う
と
、
一
日
の
ス
タ
ー
ト
に
弾
み
が
つ
き

国
語
Ｂ
で
は
、
正
答
率
が
８
．
１
％
も
上
回

ま
す
。
そ
の
日
一
日
、
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日
（
水
）
に
六

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
内
容
か
ら
引
用
し
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

年
生
を
対
象
に
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が

書
い
た
り
、
理
由
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
よ

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」

行
わ
れ
、
八
月
末
に
都
道
府
県
別
の
正
答
率
が

く
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
さ
よ
う
な
ら
」
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
な
ど

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
泉
小
の
結
果
は
左
記
の

【
算
数
】

挨
拶
の
こ
と
ば
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
挨
拶

通
り
で
す
。

算
数
は
比
較
的
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。
知
識

の
「
挨
」
の
字
に
は
「
心
を
開
く
」
と
い
う
意

も
正
答
率
が
８
０
％
以
上
と
い
う
結
果
に
な
っ

味
が
あ
り
、
「
拶
」
の
字
に
は
「
相
手
に
近
づ

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
正
答
率

て
い
ま
す
。
算
数
Ｂ
は
計
算
よ
り
も
根
拠
を
書

く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の

国
語
Ａ
（
知
識
）

く
と
い
う
学
習
内
容
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

関
係
作
り
の
ス
タ
ー
ト
が
挨
拶
を
す
る
と
い
う

本

校
・
・
６
４
．
８
％
（±

０
）

こ
れ
は
、
根
拠
を
考
え
、
表
現
す
る
力
が
つ
い

こ
と
で
す
。
自
分
か
ら
す
す
ん
で
挨
拶
が
で
き

東
京
都
・
・
６
４
．
８
％

て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

全

国
・
・
６
２
．
７
％

今
回
の
調
査
で
は
、
国
語
と
算
数
の
他
に
児

大
泉
小
学
校
で
は
、
通
年
、
こ
の
「
自
分
か

国
語
Ｂ
（
活
用
）

童
質
問
紙
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
調
査
で
は
、「
家

ら
言
う
あ
い
さ
つ
」
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
５

本

校
・
・
６
０
．
８
％
（
＋
８
．
１
）

の
人
と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
て

月
、

月
、
１
月
を
、「
あ
い
さ
つ
運
動
月
間
」

10

東
京
都
・
・
５
２
．
１
％

い
ま
す
か
。」
の
質
問
に
対
し
て
、
肯
定
的
に
捉

と
し
、
「
あ
い
さ
つ
し
よ
う
！
ハ
イ
タ
ッ
チ
運

全

国
・
・
４
９
．
４
％

え
て
い
る
児
童
が
多
か
っ
た
で
す
。
家
庭
で
話

動
応
援
隊
」
が
、
朝
８
時

分
～

分
ま
で
、

15

25

算
数
Ａ
（
知
識
）

す
こ
と
は
、
国
語
の
活
用
力
や
算
数
の
表
現
す

下
校
庭
門
と
神
社
門
に
立
っ
て
、
あ
い
さ
つ
・

本

校
・
・
８
２
．
８
％
（
＋
４
．
４
）

る
力
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ハ
イ
タ
ッ
チ
運
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
・
・
７
８
．
４
％

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
と
話

ご
家
庭
で
も
、
気
持
ち
よ
く
挨
拶
し
、
す
が

全

国
・
・
７
７
．
２
％

し
合
う
場
を
作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

す
が
し
い
朝
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
ご
協
力
よ

算
数
Ｂ
（
活
用
）

「
家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
ま

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
勝
又

眞
優
）

本

校
・
・
６
６
．
１
％
（
＋
６
．
７
）

す
か
。」
の
質
問
に
対
し
て
も
、
肯
定
的
に
捉
え

東
京
都
・
・
６
０
．
８
％

て
い
る
児
童
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
結
果
か

全

国
・
・
５
８
．
４
％

ら
、
自
分
で
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
が
よ
い
結

果
を
生
む
と
い
え
ま
す
。「
１
０
分×

学
年
」
を

＊
（

）
は
本
校
と
東
京
都
の
正
答
率
を
比
較

目
安
に
家
庭
学
習
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
児
童

し
て
の
値
で
す
。

が
育
つ
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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月
の
行
事
予
定

10

《

月
の
生
活
目
標
》

10
「
自
分
か
ら
朝
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」

◎
『
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
室
』
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
相
談
員
は
、
浅
沼
玲
子
相
談
員
で
す
。

・
時
間
は･

･･

火
曜
日
・
水
曜
日

…

時
～

時

10

15

金
曜
日
…

時
～

時

10

16

・
場
所
は･･

･

和
室

で
行
い
ま
す
。

１
日
（
火
）
都
民
の
日
（
休
み
）

２
日
（
水
）
給
食
な
し
（
弁
当
持
参
）

３
日
（
木
）
委
員
会
活
動

３
日
（
木
）
～

日
（
木
）

31
あ
い
さ
つ
月
間

４
日
（
木
）
宿
泊
学
習
前
検
診
（
五
）

７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
）

軽
井
沢
合
同
宿
泊
学
習
（
五
）

日
（
木
）
歯
科
検
診
（
全
）

10

ク
ラ
ブ
活
動

安
全
指
導
・
安
全
点
検

日
（
金
）
移
動
教
室
前
検
診
（
５
）

11

障
害
理
解
教
育
（
６
）

日
（
土
）
親
子
音
楽
鑑
賞
会

12

教
育
実
習
終

日
（
月
）
体
育
の
日

14
日
（
火
）
～

日
（
木
）

15

17
武
石
移
動
教
室
（
５
）

日
（
金
）
一
学
期
終
業
式

18

４
年
以
上
５
時
間
授
業

日
（
月
）
二
学
期
始
業
式

21
日
（
月
）
～

月
１
日
（
金
）

21

11
読
書
旬
間

日
（
水
）
午
前
授
業
（
研
究
会
の
た
め
）

23
日
（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動

24
日
（
金
）
地
域
安
全
マ
ッ
プ
（
４
）

25
日
（
月
）
避
難
訓
練

28

起
震
車
体
験
（
６
）

日
（
火
）
連
合
音
楽
会
（
５
）

29
日
（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動

31

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
報
告



「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
は
、
本
校
を
含
め
て
、

本
校
で
は
、
障
害
理
解
の
学
習
の
柱
と
し
て

⒙
校
か
ら

名
が
、
発
音
が
正
し
く
な
い
、
吃

入
学
し
て
約
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

41

①
五
組
の
子
供
た
ち
と
各
学
年
の
子
供
た
ち
と

音
が
あ
る
、
言
葉
の
発
達
が
心
配
で
あ
る
な
ど

す
。
子
供
た
ち
の
成
長
の
早
さ
に
は
本
当
に
驚

の
交
流
及
び
共
同
学
習
。

を
理
由
に
通
級
し
て
い
ま
す
。

か
さ
れ
ま
す
。
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
が
自

②
人
権
教
育
の
一
環
と
し
て
「
福
祉
」
の
視
点

個
別
指
導
を
中
心
に
、週
１
回
１
～
２
時
間
、
分
の
力
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
給
食

か
ら
体
験
的
に
学
ぶ
学
習
。

一
人
一
人
の
課
題
に
応
じ
た
学
習
を
行
っ
て
い

当
番
・
掃
除
当
番
・
日
直
や
係
の
仕
事
な
ど
自

の
二
つ
を
立
て
て
い
ま
す
。

ま
す
。
通
級
の
時
間
に
は
、
や
り
と
り
を
楽
し

信
を
も
っ
て
取
り
組
む
姿
に
た
く
ま
し
さ
を
感

交
流
及
び
共
同
学
習
で
は
、
交
流
給
食
や
交

く
で
き
る
こ
と
を
最
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

じ
ま
す
。
ま
た
、
友
達
も
た
く
さ
ん
増
え
、
休

流
体
育
、
社
会
科
見
学
等
の
校
外
学
習
に
一
緒

話
し
た
い
、
伝
え
た
い
、
聞
い
て
み
た
い
、
知

み
時
間
は
、
い
っ
ぱ
い
汗
を
か
い
て
仲
良
く
遊

に
行
く
こ
と
の
他
に
、
五
組
の
学
習
の
の
れ
ん

り
た
い
と
い
っ
た
気
持
ち
が
言
葉
の
力
を
高
め

ん
で
い
る
姿
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

作
り
の
一
部
分
を
各
学
年
の
子
供
た
ち
が
体
験

て
く
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

先
日
、
生
活
科
の
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
二

す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
た
運

十
一
月
六
日
に
は
、
学
習
発
表
会
を
行
い
ま

ク
ラ
ス
合
同
で
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

動
会
で
も
、
練
習
の
時
間
か
ら
五
組
の
子
供
た

す
。
表
現
す
る
こ
と
へ
の
自
信
を
高
め
た
い
と

水
着
に
着
替
え
、
水
鉄
砲
や
バ
ケ
ツ
な
ど
思

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
中
に
入
り
、
一
緒
に

思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
工
夫
し
、
劇
や

い
思
い
の
道
具
を
持
っ
た
子
供
た
ち
。
大
き
な

競
技
や
演
技
の
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

ク
イ
ズ
に
音
楽･

･
･

と
様
々
な
発
表
が
あ
り
、

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
も
用
意
し
て
準
備
完
了
で

れ
ま
で
の
積
み
重
ね
で
五
組
の
子
供
も
ス
ム
ー

魅
力
的
な
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
楽

す
。

ズ
に
練
習
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
み
で
す
。

（
新
宅

絵
美
）

皆
、
は
じ
め
か
ら
も
の
す
ご
い
勢
い
で
水
と

日
々
の
学
校
生
活
が
障
害
理
解
の
学
習
の
場
に

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
大
人
も
い

な
っ
て
い
ま
す
。

つ
の
間
に
か
び
し
ょ
び
し
ょ
で
す
。

福
祉
の
学
習
で
は
、
三
年
生
ま
で
は
、
教
科
、

ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
て
、
男
女
一
緒
に
全

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、
自

力
で
楽
し
む
子
供
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ば

分
や
友
達
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
、
他
人
の
気

ら
し
い
で
す
。

持
ち
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
動
の
楽
し
さ
や
で
き
た
、

四
年
生
か
ら
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

わ
か
っ
た
と
い
う
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
大
切
に

使
っ
て
、
体
験
的
に
障
害
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

し
な
が
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
一
年
生
の
時
期
を

四
年
生
は
視
覚
障
害
者
の
方
を
お
招
き
し
て

大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
杖
体
験
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
に
つ
い
て
学
び
ま

十
月
中
旬
か
ら
は
、二
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
点
字
に
つ
い
て
の
話
も
聞
き
、
実

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
力
を
発
揮
し
、
更
に
パ
ワ

際
に
点
字
を
打
つ
活
動
も
し
ま
す
。
五
年
生
は

ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
一
年
生
を
応
援
し
て
く
だ

聴
覚
障
害
の
理
解
を
深
め
、
手
話
を
体
験
し
ま

さ
い
。

（
大
木

篤
）

す
。
六
年
生
は
、
車
椅
子
体
験
と
重
度
障
害
者

の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
の
交
流
を
し
ま

す
。子

供
た
ち
が
、
互
い
に
認
め
合
い
、
大
切
に

し
合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
学
習

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
小
林

雄
太
）
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障
害
理
解
教
育
に
つ
い
て

こ

と

ば

の

教

室

か

ら

一

年

生

の

様
子

い

ず

み

学

級

か

ら

練
馬
区
小
学
校
連
合
音
楽
会

現
在
い
ず
み
学
級
に
は
、
本
校
も
含
め
て
13

校
か
ら

名
の
子
供
た
ち
が
、
週
一
回
決
ま
っ

29

た
曜
日
に
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

学
級
で
は
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
目
指
す
活
動
と
と
も
に
、
体

づ
く
り
運
動
や
集
中
・
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。通
級
す
る
子
供
た
ち
は
、
友
達
と
の
関
係
が

と
り
に
く
か
っ
た
り
、
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま

く
表
現
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
集
団

生
活
の
中
で
何
ら
か
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
子

供
た
ち
で
す
が
、
個
別
学
習
や
少
人
数
で
の
学

習
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
落
ち
着
い

て
人
の
話
を
聞
い
た
り
、
学
習
に
取
り
組
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
が
自
分
自
身
を
見

つ
め
、
更
に
自
分
本
来
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
毎
日
新
鮮
な
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
子

供
た
ち
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中

亨
）

練
馬
区
で
は
、
連
合
音
楽
会
（
合
唱
・
合

奏
）、

ま
た
は
連
合
音
楽
鑑
賞
教
室
を
、
小
学

校
生
活
の
間
に
必
ず
一
度
は
経
験
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
連
合
音
楽
会
が
十
月
二
十
九

日
（
火
）
に
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
、
大
泉
小
の
五
年
生
が
午
後
の
部
に
出

演
し
ま
す
。
演
奏
す
る
曲
は
、
合
唱
曲
が
「
人

間
っ
て
い
い
ね
！
」
、
合
奏
曲
は
「
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ

日
和
」
で
す
。
五
年
生
は
、
大
変
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
て
、
授
業
中
だ
け
で
な
く
、

中
休
み
や
昼
休
み
の
時
間
に
も
、
一
生
懸
命

に
練
習
し
て
い
ま
す
。

時
々
、
廊
下
や
掃
除

の
合
間
に
も
、

メ
ロ
デ
ィ
ー

を
口
ず
さ
ん

で
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

合
唱
で
は
、

お
互
い
の
パ

ー
ト
を
聴
い

て
合
わ
せ
る
事
に
気
を
つ
け
、
合
奏
で
は
、

音
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
楽
し
く
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
番
で
す
が
、
練
習
し

て
き
た
成
果
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
演
奏
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
寺
本

美
郷
）


